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              理 数 科 研 修  
2 年理数科は 8 月 2 日に小学生おもしろ実験、8 月３日・

4 日に崇城大学での工学部・薬学部・生物生命学部の体験講

義・体験実験に参加しました。また、8 月 19 日には長崎県

立大学シーボルト校で高大連携理科実験に参加しました。ど

の研修も現在取り組んでいる課題研究の参考になり、改めて

自分の進路と向き合う機会にもなりました。これらの経験を

通して、さらに様々な可能性が広がることを期待します。 

       【２学年担当 秋月直剛】 

１年理数科は８月２日に「長崎総合科学大学体験学習」に

参加しました。音響、バイオマス燃料、船舶、ロボコンの中

から２つの講座を選択して、受講しました。各講座とも前半

は大学レベルの理論を講義形式で聴き、後半は実験や体験活

動を行いました。生徒たちは音響実験やロボコンの操縦体験

などに目を輝かせながら取り組みました。この貴重な体験を、

今後の課題研究や進路選択に生かしてほしいと思います。                 

【１学年担当 金子大輔】 

 

 

３学年主任 植松耕平 

 ８月２日（火）から５日（金）までの４日間、3 年生

は１日４８０分の自学を行う「校内学習会」を実施しま

した。「夏は受験の天王山」という言葉があるように、

この夏にどれだけ学習できるかが生徒の進路実現に向け

て重要になります。この校内学習会では、夏以降の学習

を乗り切るために「勉強する体力を身につけること」「質

問の習慣を身につけ、苦手科目の克服につなげること」

を目的にし、生徒たちは少しでも力をつけようと一心不

乱に学習に取り組みました。また、３日にはＰＴＡから

の激励とアイスの差し入れをいただきました。この４日

間で取り組んだ経験を活かしこれからの受験勉強へとつ

なげることで、各々の進路希望を実現してくれることを

願っています。 

 

教務主任 本多敏高 

 ７月２９日（金）にオープンスクールを開催しました。

中学生とその保護者も合わせて、２２０人以上の参加が

ありました。入試概要や文理探究科の説明の後、高校生

が島高の魅力を語ったり中学生の質問に答える「座談会」

を行いました。中学校別の少人数グループだったのでリ

ラックスした雰囲気

の中で、高校生・中

学生どちらにとって

も貴重な体験ができたと思います。昼休みには、購

買部自慢の「島高バーガー」に長蛇の列ができ、お

いしそうにほおばる中学生の姿が見られました。午

後からは「部活動見学会」で盛り上がりました。暑

い中参加してくださった中学生、いろいろとお世話

してくれた高校生、多くの人に感謝です。 
 

 

１日(木) 振替休日（9/3 分） 

３日(土) 体育祭会場設営 

４日(日) 青楓祭（体育祭） 

５日(月) 振替休日（9/4 分） 

６日(火) 振替休日（9/10 分） 

10 日(土)、11 日(日) 青楓祭（文化祭） 

12 日(月) 振替休日（9/11 分） 

15 日(木) 月曜日の授業 

 

 

９月の主な行事予定  

島高だより 
令和４年８月号 
（通巻第 197 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

校長 岩橋 順弘 

いよいよ２学期がスタートする。夏季休暇とはいいながら、授業設定日や夏季補習、部活動などで

忙しい毎日ではなかったかと思う。ただ、力を蓄えるためには、試練を乗り越えなければならない。

現状の自分からひと回り成長するためには、相応の努力を行い、今の自分を越えていく必要がある。

自分のなかで物事を前向きに考えることができるようになれば、さらに主体的、積極的に行動できる

ようになるはずだ。そのためにも、一人ひとりがなりたい自分をイメージしながら、２学期を充実し

たものにして欲しい。 

島原高校では「凡事徹底」を重点目標の一つに掲げている。「凡事徹底」とは、「何でもないよう

な当たり前のことを徹底して行う」という意味である。ところで、皆さんにとって「当たり前」とは

何だろう。「当たり前」とは、「当然のこと、そうあるべきこと」という意味だが、ワンストップ挨

拶や掃除、整理整頓などは君たちにとって当たり前のこととして捉えられているだろうか。もちろん

「当たり前」は、育ってきた環境や年齢など、人それぞれに異なるかもしれない。だから、これくら

い当たり前のことだと自分の基準で判断して、できないことに対してイライラしたり、憤りを覚えた

りすることがあるのだと思う。考えてみると、「当たり前のこと」をどう捉えるのかは難しいことな

のかもしれない。しかし、人との関係の中で生活していくうえで、「当たり前のことを当たり前にで

きる」素養を身につけ、実践していくことは大切なことである。また、そのことを基礎として、さら

に大きな力が発揮できるのではないかと思う。これを機会に「当たり前」について、もう一度しっか

りと考えてみる必要があるのかもしれない。 

 

 

「当たり前のこと」 

 

 

17 日(土) 進学ゼミナール（１年希望者） 

17 日(土)、18 日(日) 進研マーク模試（３年） 

21 日(水) 読書感想文コンクール  

22 日(木) 考査時間割発表 

29 日(木)～10 月４日(火)  中間考査（２年） 

 学年末考査（３年） 

30 日(金)～10 月４日(火)  中間考査（１年） 

 

 


